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総合運動公園建設へ
府が構想懇談会を発足

候補地は折居国有林

宇治市役所

京
都
府
は
、
さ
る
九
月
二
十
五
日
、
宇
治
市
や
城
陽
市
、
久
御
山
町
、
そ
れ
に
地
元
選

出
の
府
会
議
員
な
ど
で
構
成
す
る
「
総
合
運
動
公
園
建
設
構
想
懇
談
会
」
を
発
足
。
そ
の

席
で
、
基
本
構
想
の
。
た
た
き
台
‘
と
な
る
業
案
を
発
表
し
ま
し
た
。
素
案
で
は
、
宇
治

市
内
の
折
居
国
有
林
が
総
合
運
動
公
園
の
建
設
候
補
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
の

素
案
を
も
と
に
計
画
か
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

近
年
、
日
常
的
な
ス
ポ
ー
ツ
が
盛

ん
に
な
る
に
つ
れ
て
、
運
動
が
で
き

る
公
共
施
設
の
設
置
が
強
く
要
望
さ

自
殺
百
三
十
人
、
家
出
千
五
百
二

人
－
こ
の
衝
哨
的
な
数
字
は
、
今

年
一
月
か
ら
八
月
ま
で
、
サ
ラ
リ
ー

れ
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
人
口
が
急
増
し
て
い
る

府
爾
部
地
域
で
は
、
総
合
公
國
や
週

Ｑ
－
ｍ
転
免
許
証
、
身
分
証
明
書
な
ど

｀
の
身
匹
の
証
明
が
あ
れ
ば
、
よ
ほ
ど

一
の
間
怠
が
な
い
か
ぎ
り
、
間
皐
に
借

一
金
も
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
ず
。

市
民
の
み
な
さ
ん
へ

平
和
で
健
全
な

家
庭
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う

（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

三の間

め
に
別
の
サ
ラ
金
菜
者
か
ら
借
り
て

は
返
す
と
い
’
つ
自
転
車
操
業
へ
と
転

落
し
て
い
く
例
が
、
数
限
り
な
く
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
の
方
で
は
、
深
刻
化
す
る
サ
ラ

金
問
題
の
規
制
策
の
検
討
を
は
じ
め

て
い
ま
ず
。
サ
フ
金
問
題
は
、
①
一
岫

あ
な
た
だ
け
の

道
じ
ゃ
な
い

①
国
有
地
で
入
手
し
や
す
い

②
市
街
地
に
隣
接
し
、
立
地
条
件
に

恵
ま
れ
て
い
る

③
関
連
す
る
河
川
や
道
路
の
改
修
も

技
術
的
に
可
能
と
考
え
ら
れ
る

な
ど
が
主
な
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
折
居
国
有
林
は
、
全
域

土
砂
流
出
防
備
保
安
林
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
素
案
で
は

市
は
対
策
協
議
会
を
設
置

以
上
が
計
画
の
あ
ら
ま
し
で
す
が

今
後
、
京
都
府
で
は
、
地
域
住
民
の

意
見
や
関
係
市
町
の
意
向
を
十
分
に

反
映
し
て
事
業
を
す
す
め
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
宇
治
市
で
は
、
こ
の
公
國

法
制
化
さ
れ
た
と
し
て
も
、
現
実
の

問
題
の
全
て
が
解
決
す
る
と
い
う
保

証
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
借
り
る
側
に
、
よ

り
自
制
す
る
心
が
ま
え
が
必
嬰
で
あ

り
、
や
む
を
得
ず
に
サ
ラ
金
を
利
用

さ
れ
る
場
合
で
も
、
破
滅
す
る
こ
と

深
刻
化
す
る
サ
ラ
金
問
題

査
で
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
改
め

て
サ
ラ
金
地
獄
と
い
わ
れ
る
恐
し

い
実
態
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
ま

す
。一

昔
剔
は
、
親
類
や
知
人
、
友
人

に
頭
を
下
げ
、
は
じ
ら
い
の
中
で
お

金
を
借
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
質
謐

個
人
の
信
川
で
借

金
も
で
き
ま
す
。

こ
の
た
め
に
、
借

り
な
け
れ
ば
損
だ
と
ば
か
り
2
1
Ｓ

総
借
金
時
代
の
世
間
の
ａ
ｉ
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

現
在
、
サ
ラ
金
は
、
健
康
保
険
証

借
り
る
の
は
よ
り
慎
重
に

の
「
借
り
て
い
る
」
と
い
う
自
己
の

責
任
意
識
を
阿
ぐ
さ
せ
て
い
る
よ
う

で
す
。
こ
の
た
め
に
、
金
利
に
＜
－
＾
利

が
ｍ
な
り
、
つ
い
に
は
、
返
済
の
だ

６
一
利
、
面
過
剰
融
資
、
③
過
酷
な
取

り
立
て
の
三
点
に
集
約
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
、
早
急
に
こ
の
三
点
を
規
制

す
る
法
的
対
応
が
望
ま
れ
ま
す
・
が
、

建
設
に
最
も
関
わ
り
が
あ
る
た
め
、

各
部
長
等
で
構
成
す
る
「
折
居
国
有

林
活
用
対
策
協
議
会
」
を
十
月
三
日

に
発
足
さ
せ
、
意
見
や
要
望
の
調
整

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
議

会
で
も
、
さ
る
七
月
に
「
折
居
国
有

の
な
い
よ
う
に
最

低
つ
ぎ
の
こ
と
を

心
が
け
た
い
も
の

で
す
。

川
見
栄
や
ギ
ャ
ン

ブ
ル
の
た
め
に

借
り
な
い

0
返
済
計
画
を
持
た
な
い
安
Ｍ
な
利

用
は
し
な
い
。
借
り
る
前
に
熟
考

を

凶
返
済
能
力
以
上
に
借
り
な
い

倒
利
息
の
説
明
を
十
分
に
聞
き
、
業

者
の
甘
い
言
葉
に
の
ら
な
い

固
借
川
書
を
必
ず
確
認
し
、
納
り
し

て
か
・
り
押
印
す
る

凶
返
済
時
は
必
ず
領
収
書
を
も
ら
う

曽
喬
時
は
借
用
轡
の
返
還
を
求
め

るま
た
、
こ
れ
以
外
に
も
、
他
の
人

か
ら
保
証
人
を
依
頼
さ
れ
て
も
、
安

易
に
な
ら
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

な
お
、
ナ
ス
同
題
の
ご
相
談
は

市
役
所
市
民
相
談
室
で
も
お
受
け
し

て
い
ま
ず
。
さ
ら
に
、
弁
護
士
に
よ

る
法
律
相
ぽ
も
日
ｍ
め
て
設
け
て

い
ま
す
の
で
、
早
い
目
に
せ
い
ぜ
い

ご
利
川
く
だ
さ
い
。（

市
民
相
談
室
）

河
川
流
域
お
よ
ぴ
公
園
内
の
災
害
の

防
止
を
基
本
に
し
、
治
水
旭
設
の
整

備
等
に
万
全
を
期
す
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
工
事
に
関
連
し

て
道
路
の
整
備
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
累
案
で
は
、
地
域
の

住
環
塊
の
改
善
や
生
活
の
利
便
性
の

向
上
を
め
ざ
し
て
計
画
を
す
す
め
て

い
く
予
定
で
す
。

林
開
発
特
別
委
員
会
」
が
設
ほ
。
将

来
に
予
想
さ
れ
る
諸
問
題
に
対
応
す

る
た
め
、
す
で
に
現
地
視
察
を
行
う

な
ど
実
質
的
な
活
勁
に
入
っ
て
い

ま
す
。

今
後
、
懇
談
会
に
参
加
し
て
い
る

市
長
や
市
議
会
の
特
別
委
員
長
が
、

懇
談
会
へ
意
見
を
述
べ
て
い
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
用
心
く
だ
さ
い

福
祉
を
か
た

る

訪
問
販
売

の
で
あ
る
。
新
し
い
青
竹
の
中
の
清

水
が
静
か
に
献
水
さ
れ
る
と
、
や
が

て
壷
切
り
の
儀
が
行
わ
れ
る
▼
本
堂

内
は
音
を
失
っ
た
よ
う
な
静
け
さ
で

あ
る
。
マ
ス
ク
を
か
け
た
お
茶
師
は

お
手
並
あ
ざ
や
か
に
壷
の
封
を
切
っ

て
行
ぐ
。
壷
の
中
か
ら
、
緑
濃
き
て

ん
茶
が
と
り
出
さ
れ
、
少
し
ず
つ
茶

臼
の
中
に
入
れ
ら
れ
る
。
お
茶
師
は

茶
臼
を
静
か
に
引
く
。
ジ
ュ
ー
″
、

ン
ユ
ー
″
と
臼
を
廻
す
音
が
本
堂
の

中
に
響
く
。
多
く
の
人
達
の
目
は
茶

臼
に
そ
そ
が
れ
る
。
や
が
て
あ
の
す

ば
ら
し
い
緑
の
粉
末
、
お
抹
茶
が
で

き
あ
が
る
。
い
よ
い
よ
献
茶
の
磯
が

始
ま
る
▼
日
本
の
歴
史
の
中
で
茶
の

湯
ほ
ど
、
静
と
叔
と
わ
び
の
備
わ
っ

た
作
法
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ま
さ
に
裏
千
家
宗
匠
の
作
法
屈
居

品
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
時
を
忘
れ
、

我
を
忘
れ
宗
匠
の
一
つ
ひ
と
つ
の
動

き
に
多
く
の
人
達
の
心
が
集
ま
る
。

な
ん
と
静
か
で
平
和
な
ひ
と
と
き
で

あ
ろ
う
か
。
茶
釜
の
湯
呑
が
静
か
に

聞
え
て
き
た
▼
私
は
、
茶
の
湯
の
も

つ
不
思
議
な
力
と
宇
治
茶
の
よ
さ
を

改
め
て
思
い
直
し
た
。
秋
の
一
日
で

あ
っ
た
。

宇
治
市
乙
こ
ゐ
旧
、
’
大
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文化財を大切に

11月1日から保護週間

十
一
月
三
日
は
文
化
の
日
－
昭

和
二
十
一
年
の
こ
の
日
に
新
無
法
が

公
布
さ
れ
、
平
和
の
礎
と
な
る
文
化

を
発
展
さ
せ
よ
う
と
殷
け
ら
れ
た
記

念
の
日
で
す
。

宇
治
市
で
は
、
こ
の
日
を
甲
心
に

環
濠
の
村
む
ら

院
鳳
凰
堂
や
そ
こ
に
所
蔵
さ
れ
て
い

ゑ
端
の
作
の
阿
弥
陀
如
来
座
像
、

そ
れ
に
、
宇
治
上
神
社
の
本
・
拝
殿

な
ど
九
件
の
国
宝
を
は
じ
め
、
白
山

神
社
拝
股
、
地
蔵
院
の
阿
弥
陀
如
来

と
脇
侍
像
な
ど
三
十
六
件
の
重
要
文

化
財
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
貴
重
な
指
定
文
化
財
以
外
に
も
、

同
じ
く
ら
い
貴
重
な
文
化
財
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
多
数
の
文
化
財
は
、
我

が
国
の
歴
史
や
文
化
を
正
し
く
理
解

す
＞
＞
0
た
め
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い

だ
け
で
な
く
、
生
活
に
深
く
関
わ
る

私
た
ち
の
文
化
奮
号
に
発
展
さ
せ

る
基
一
礎
と
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な
文

化
財
嚢
恍
護
し
、
後
世
に
継
承
す
る

た
め
に
も
、
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
大

切
さ
を
認
識
し
ま
し
ょ
う
。

ｊ
秋
の
市
民
文
化
祭

宇
治
市
史

の
窓

槙
島
の
妙
光
寺

重
文
級
の

仏
像
が
二
体

公
職
選
挙
法

・
抹
茶
席
・
・
・
1
1
月
3
日
労
働
セ
ツ

・
煎
茶
席
・
・
・
1
1
月
4
日

｝

ル
メ
ン
ト

・
野
点
席
・
・
・
1
1
月
1
2
日
宇
治
袖
社

昭
和
五
十
年
の
公
職
選
挙
法
で
、

お
金
の
か
か
ら
な
い
選
挙
冥
現
の
た

め
、
候
禰
者
等
の
日
常
一
般
の
寄
付

が
恚
砦
正
に
な
っ
て
い
ま
す
。

来
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
行
わ
れ

る
年
。
こ
の
機
会
に
、
寄
付
等
の
全

圃
禁
止
に
つ
い
て
候
禰
者
、
有
権
者

と
が
一
体
と
な
っ
て
、
明
る
い
選
挙

実
現
の
た
め
に
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。十
一
月
と
も
な
り
ま
す
と
、
あ
ち

ら
こ
ら
ら
で
還
助
会
や
ま
つ
り
等
が

行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
と
き
に
候
禰

者
等
に
対
し
て
、
寄
付
と
か
会
費
と

い
っ
た
名
目
で
金
品
を
求
め
た
り
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
侯
禰
者

等
の
寄
付
の
出
回
禁
止
と
と
も
に
、

有
権
者
が
寄
付
を
要
求
す
る
こ
と
■
ｕ
）

草
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ら
有
権

章
湿
昶
者
等
か
ら
寄
付
の
申
し
出

扇26回
宇治市民文化祭

無料拝観券

とき11月3日・4日

▽
詣
・
仕
舞
大
会

・
1
1
月
1
2
日
午
前
ｏ
時
～
午
後
6
時

宇
治
神
社
で
。
入
場
は
無
料
。

▽
三
曲
演
奏
会

・
1
1
月
2
6
日
午
前
1
1
時
か
ら
市
民
会

館
で
。

▽
劇
団
ち
か
ら
公
演

・
「
江
戸
の
灯
」
山
本
周
五
郎
作

・
1
1
月
1
8
日
午
後
7
時
～
、
1
1
月
Ｏ
ｌ

日
午
後
2
時
～
の
二
回
の
開
演
。

市
民
会
館
で
。
入
場
整
理
券
は
三

百
円
で
、
当
日
券
も
あ
り
ま
す
。

Λ
文
化
財
無
料
拝
観
Ｖ

寺
院
の
ご
好
意
で
、
平
等
院
（
庭

園
の
み
）
、
黄
栞
山
万
福
寺
、
宝

ｍ
ｉ
ｍ
料
で
拝
観
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
二
圃
に
掲
載
の
券
を

切
り
と
っ
て
持
参
く
だ
さ
い
。

公
民
分
館
の

文
化
祭

゛
小
倉
分
館
…
…
1
1
月
2
日
～
4
日

・
槙
島
分
館
…
…

1
1
月
1
1
日
・
’
加
靭
一

1
2
日

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

指
導
者
講
習
会

《ダイニチが誇るブルーヒーター信頼の青い炎》
昨年、大型暖房機ＭＦシリーズは販売台数で業界のトップを達成。

［学校、工場、店舗、事務所他

58㎡～70㎡

ＦＭ－61－4￥73，000

ＦＭ－61Ｄ、＼79，000

その他、トヨ、日立、ニッセン他

ストーブ展示発売中

暦
回き494

とレ

麺｜：

ａｌ～12，000ｋｃａｌ）

弗

斡

・…………｜
・油勘グループ

。

裂

総合金物マルカン金物㈱
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石油の経済性

青い炎で完全燃焼

ワンタッチ点火

停電と同時消火

全自動温風ファン付

第26回
宇治市民文化祭

無料拝観券

とき11月3日・4日

・
い
ず
れ
も
、
午
前
ｏ
時
～
午
後
4

時
で
、
茶
券
は
二
百
円
で
す
、

Λ
公
演
の
部
Ｖ

寄
付
に
ご
注
意
を

が
あ
っ
て
ね
曼
け
と
ら
な
い
よ
う
に

し
、
金
の
か
か
ら
な
い
公
正
な
選
挙

を
実
現
し
た
い
も
の
で
す
。

具
体
的
な
例
と
し
て
、
次
の
よ
う

な
こ
と
を
候
補
者
等
が
選
挙
区
内
の

人
に
し
た
り
、
有
権
者
が
候
補
者
等

に
求
め
な
り
す
る
と
法
律
違
反
に
な

り
ま
す
。

▽
運
助
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
集
り
に

金
品
を
贈
っ
た
り
、
求
め
た
り
す

る
こ
と
。

▽
開
店
祝
い
や
落
成
式
に
花
輪
を
贈

っ
た
り
、
求
め
た
り
す
る
こ
4

▽
町
内
会
な
ど
の
団
体
旅
行
の
際
、

弁
当
の
さ
し
入
れ
を
し
た
り
、
求

め
な
り
す
る
こ
と
。

▽
お
葬
式
に
香
具
や
し
き
ぴ
を
贈
る

こ
と
。

▽
お
中
元
や
お
歳
暮
を
贈
る
こ
と
。

（
還
挙
管
理
委
員
会
）

第26回

宇治市民文化祭

無料拝観券

とき11月3日・4日
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幼
稚
園
児
の
募
集

1
1
月
6
日
か
ら
8
日
ま
で

昭
和
5
3
年
度
の
宇
治
市
立
幼
稚
園

児
（
一
年
保
育
）
を
募
集
し
ま
す
。

☆
入
園
で
き
る
児
童
・
・
・
昭
和
4
8
年
4

月
2
日
か
ら
4
9
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
れ
た
幼
児
で
、
宇
治
市
内
に

宇治市立幼稚圃

年
4
月
1
日
ま
で

に
生
れ
た
お
子
さ

ん
は
、
来
年
4
月

か
ら
小
学
校
へ
入

学
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市

教
育
委
員
会
で
は

1
1
月
6
日
か
ら
就

学
時
健
康
診
断
を

昭
和
4
7
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
4
8

今
年
か
ら
1
1
月
に
実
施

就
学
時
健
康
診
断

住
ん
で
い
る
人
で
す
。
し
ま
す
。
希
里
さ
れ
る
幼
稚
園
で

☆
受
付
日
時
・
・
・
各
園
と
も
1
1
月
6
日
受
取
り
、
そ
の
場
で
記
入
・
提
出

か
ら
8
日
ま
で
の
午
後
1
時
か
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
は

3
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
1
1
月
必
ず
習
筒
伴
で
、
印
鑑
を
ご
持

6
日
は
男
子
、
7
日
は
女
子
、
8
参
く
だ
さ
い
。

日
は
男
女
と
も
で
す
。
☆
入
園
の
許
可

☆
願
書
・
・
・
各
園
で
受
付
当
日
お
渡
し
・
希
望
幼
稚
園
で
応
募
者
歎
が
募

咀
＝
＝
Ξ
＝
＝
＝
Ξ
＝
Ξ
＝
＝
＝
Ξ
＝
Ξ
＝
＝
＝
Ξ
＝
一
Ξ
Ξ
＝
＝
Ξ
＝

ｉｎｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｎｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉ

田
中
康
之
ち
ゃ
ん
（
一
歳
）

＝
宇
冶
東
内
2
5
の
1

－－

－－

－－

－－

－－

－－

－－

－－

－－

－－

－－

－－

－－

－－

－－

－－

－－

－－

－－

園名 募集定員 所在地 電話
菟道幼稚園，160名ｉ宇治妙楽128番地の1 21－2703
槙島幼稚園 120名 槙島町石橋13番地 21－2708
大久保幼稚園 160名 大久保町山ノ内3番地41－7224
神明幼稚園 200名－－■㎜－200名宇治野神57番地 22－0495
伊勢田幼稚園 小倉町西山44番地 22－1503
東宇治幼稚園ｉ200名 五ヶ庄梅林官有地 31－8259
木ほ幼稚園：80名 木幡桧尾47番地の1 32－9439

健康診断日程表

表
の
と
■
？
？
ｓ
＞
爽
施
し
ま
す
。

そよかぜ号巡回日程

集
定
員
を
上
回
り
、
や
む
を
え

な
い
場
合
に
は
抽
選
に
よ
っ
て

決
定
し
ま
す
。

・
入
園
許
可
は
申
し
込
み
の
順
番

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
園
許
可

書
は
後
日
保
護
者
あ
て
に
送
り

ま
す
。

お
問
い
合
せ
は
各
幼
稚
園
、
ま
た

は
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
電

話
○
局
三
一
四
一
番
）
ま
で
。
な
お

幼
稚
園
へ
の
お
問
い
合
せ
は
、
保
育

時
間
の
関
係
上
、
午
後
2
時
以
後
に

お
願
い
し
ま
す
。
、

対
象
の
お
子
Ｓ
ん
の
保
護
者
に
は

｜月日 実施学校名

11月6日（月）菟道第二ｂ学校
’7日（火） 菟道小学校
’1神明小学校

1・

1

南小倉小学校

大久保小学校
8日（水）北小倉小学校

大開小学校

9日（木）’猿島小学校
三室戸小学校

10日（金）宇治小学校

13日（月）西大久保小学校
！小倉小学校

南部小学校
14日（火）伊勢田小学校

■岡屋小学校一一一一一一一・御蔵山小学校

笠取小学校
笠取第二Ｊｖ学校

15日（水）平盛小学校
西小倉小学校
木幡小学校

健康の
コーナー

この聞に掲載するお子さん（52年11月生

まれ）を募集しています。市役所文書広

報課にご連絡ください。多数の場合は抽。

（保健衛生課）迄します。

自動車文庫（11月分）

日

薇離‰ａ
警討農横

9．40～10．10
10．30～11．00
11．10～12．00
14．00～14．50

川
川
町
山

津
星

白
志
明
蔭

日
幻
7
ぐ

税
金
な
ん
で
も
相
談

11月13日

島10．00～10．50田11．10～12．008日

10．00～10．50開公民館前田
11．10～12．00伊勢田神社境内

開
勢伊

謁1
ぐ

倉10．00～10．50ヶ原14．00～14．50応

大久保10．00～10．50西大久保11．00～11．50

平盛14．00～14．50

閃

一閃

育
委
員
会
学
校
教
育
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

（
学
校
教
育
課
）

相
続
や
贈
与
、
不
動
産
の
売
買
な

な
ど
に
は
税
金
が
か
か
り
ま
す
が
、

あ
な
た
は
税
金
に
つ
い
て
十
分
ご
存

知
で
す
か
。

十
一
月
十
一
日
か
ら
「
税
を
知
る

週
間
」
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で
こ

月日 場所 対象など 受付時間

3ヵ月児健康診査
11．7

市民会館3階 53年7月生

｜

必タ

ミ

13．30～
14．3014

21

乳児相談
11．10
労働セツルメント（市民会館ｉ階）満6ヵ月児～満11ヵ月児 9．30～11．00

17一一11．10

1茂6ヵ月児健康診査 市民会館3階 52年4月生
13．30～14．3013

27

3歳児健康診査

11．8－‥－一一

9

一一一13 宇治保≪ｌ所 50年11月生
13．30～

15．（Ｘ〕

14
低体重児

健康診査

一一・－－一一一一一

幼児、相談

母親教室

11．6

11．21

宇治保健所 出生時2．5009ＰＪＬ下で53年5月生
9．00～
15．00

市民会館3階 1歳児～3歳児 10．00～11．00

11．17
労働セツルメント（巾民会館1階）

前編
妊婦 13．15～13．30

24

一一一－11，8

－●－15

後編

血圧相談

小倉公民館

希望者
9．30～
11．00木幡公民館

22－－

11．9

広野公民館

健康相談日 市役所保健衛生課 電話での相談も受希望者付けます9．30～11．00
22

献血デー

11．15
府営西大久保団地

（第三集会所）
血液か不足していま

す。

みなさんのご協力を

お願いします。

10．00～12．00

13．30～15．30

20 宇治保健所
10．00～12．00

13．30～15．30

・3ヵ月児健診．ｌ歳6ヵ月児健診，3歳児健診は，あらかじめ対象児に通知し

ます。通畑の届かない人は市役所保健衛生課までご連絡ください。

の
週
間
の
一
環
と
し
て
、
宇
治
市
と

宇
治
税
務
署
で
は
「
税
金
な
ん
で
も

相
談
」
を
催
し
ま
す
。

税
の
こ
と
な
ら
何
で
も
、
秘
密
猷

守
で
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
・
・
・
1
1
月
1
3
日
（
月
）

午
前
ｃ
時
～
午
後
4
時

▽
と
こ
ろ
…
消
防
著
大
会
議
室（

市
民
税
課
）

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

▽
バ
レ
ー
ポ
ー
ル

・
1
1
月
7
日
（
火
）
午
後
7
時
半
か

ら
9
時
半
ま
で
。
小
倉
小
学
校
で

▽
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

・
1
1
月
1
2
日
（
日
）
午
前
ｏ
時
か
ら

午
後
1
時
ま
で
。
大
間
小
学
校
で

○
お
加
さ
れ
る
人
は
運
動
の
で
き
る

服
装
で
、
上
靴
を
持
っ
て
ｍ
ｍ

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
参
加
は

無
料
で
す
。

Ｉ
Ｉ

犬
の
引
取
り

不
川
な
大
は
毎
迦
お
咄
Ｈ
の
午
前

中
に
宇
治
保
健
所
へ
。

Λ
犬
の
巡
回
引
取
り
Ｖ

▽
1
1
月
1
4
日
（
火
）

神10，00～10．40町11．00～11．50

野10．00～10．50
開11．10～11．50

明14．00～14．50

ｈ17日（金）

広
大
神

閔

10．00～10．50

11．10～12．00－

9．50～10．40

黄弟

福角一

六地蔵

木幡
岡屋

閃

一閃

菟
逗
公
民
館
八
…
蒔
4
0
分

黄
ｍ
ｍ
隊
正
門
前
＝
ｏ
時
5
0
分

木
幡
公
民
館
1
1
1
時

小
倉
公
民
館
＝
1
1
時
1
0
分

開
公
民
館
1
1
1
時
2
0
分

且
椋
公
会
堂
八
1
1
時
3
0
分

（
保
健
衛
生
課
）

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

初
等
講
習
会

宇
治
エ
ス
。
ヘ
ラ
ン
ド
会
で
は
エ
ス

ペ
ラ
ン
ト
語
の
初
等
講
習
会
を
約
3

ヵ
月
に
わ
た
っ
て
開
き
ま
す
。

▽
開
公
民
館
・
：
1
1
月
6
日
か
ら
毎
週

受講者

募集

00～10．50
10～ｌｌ，40
00～14．50

＠
●
す

1
0
1
1
1
4

山
谷
山岡

蔵

南
広
御

叩
匍
3
ぐ

●市史を学ぶ会…11月13日と27日の午後1時半から

市民会館図書室で。

月
曜
日
、
午
後
6
時
半
か
ら
8

時
半
ま
で
。

▽
公
民
館
（
市
民
会
館
）
・
・
・
1
1
月
8

日
か
ら
毎
週
水
曜
日
、
午
後
6

時
半
か
ら
8
時
半
ま
で
。

▽
広
野
集
会
所
…
初
日
は
1
1
月
1
3
日

で
、
以
後
は
未
定
。
午
前
9
時

半
か
ら
1
1
時
半
ま
で
。
。

受
講
希
望
の
人
は
、
受
調
料
二
千

円
（
教
材
を
含
む
）
を
添
え
て
宇
治

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
会
の
中
村
さ
ん
（
電

話
○
二
〇
四
七
番
）
、
ま
た
は
加

藤
さ
ん
（
電
話
○
六
二
〇
六
番
）
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、

当
日
会
場
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

（
社
会
教
育
課
）

中
央
家
庭
教
育
講
座

今
回
の
中
央
家
庭
教
育
学
級
は
、

社
会
同
題
に
な
っ
て
い
る
青
少
年
の

非
行
を
防
ぐ
た
め
、
原
点
に
も
ど
っ

て
「
家
族
と
は
？
」
、
「
家
庭
で
の

教
育
は
？
」
に
つ
い
て
、
前
期
・
後

期
の
二
部
に
分
け
て
開
設
し
ま
す
。

前
期
の
訓
帥
は
甲
ｆ
ｆ
ｉ
女
子
大
学
教

授
宮
城
宏
先
生
で
、
十
一
月
十
八
日

（
土
）
か
ら
毎
週
土
曜
日
六
回
開
講

し
ま
す
。
第
一
詞
は
「
家
族
と
は
何

か
Ｉ
現
代
家
族
の
特
徴
1
」
、
第
二

謂
は
「
観
于
と
は
Ｉ
し
つ
け
の
意
味

と
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
考
え

る
Ｉ
」
と
つ
づ
き
ま
す
。

講
「
補
導
さ
れ
る
側
の
冒
い
分
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
時
間
は
午
前
九
時
半
か

ら
十
一
時
半
ま
で
で
、
会
場
は
公
民

館
（
市
民
会
館
）
で
す
。

受
講
希
望
の
人
（
前
期
・
後
期
を

通
し
て
受
調
で
き
る
人
）
は
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
中
央
家
庭
教
育
学
級
受
講

希
望
と
書
き
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
宇
治

市
公
民
■
Ｂ
（
宇
治
市
宇
治
里
尻
7
1
1

9
）
へ
十
一
月
十
五
日
ま
で
に
お
送

り
く
だ
さ
い
。
定
員
は
5
0
人
で
、
先

着
順
で
す
。
（
公
民
館
）

タ
バ
コ
は
宇
治
市
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

■業界随一よい品をお手頃価格で
信用とサービスを売る店

山城

日水園
京都府知事
登録業者

駐車場完備
11月1日～30日特別大売出し（植樹促進協賛事業）

あなたの庭はいたんでいませんか？
造園全般無料相談コーナー

663
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3
1
金
一

■
こ
の
ほ
か
、
市
政
相
談
と
消
費
苦
情
相
談
は
市
役
所
で
、
教
育
相

談
は
教
育
委
員
会
で
、
日
曜
日
を
除
く
毎
日
受
付
。

家
庭
児
童
相
談
は
月
～
金
曜
日
の
1
0
時
～
1
6
時
、
宇
治
福
祉
園
内

で
、
ま
た
高
齢
者
職
業
相
談
は
毎
週
火
・
木
曜
日
の
1
0
時
！
1
6
時

宇
治
橋
通
り
分
庁
舎
内
で
行
い
ま
す
。

Ａ
相
談
場
所
の
位
置
Ｖ

▽
川
東
公
民
館
＝
宇
治
東
内
2
1
（
電
話
０
二
八
〇
五
番
）
、
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